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現  行  計  画 改    訂   案 改訂事由 
 

2 

 
第１章～第２章 （略） 

 

第３章 

 １ 起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ） （略） 

  

 ２ 脆弱性の評価・分析を踏まえた対応方策の推進方針 

 （１） 目標１：直接死を最大限防ぐ 

リスクシナリオ１-１ 

（住宅等の耐震化） 

【Ⅰ．脆弱性の評価・分析】 

○ 住宅（耐震化率 75％（H25））については、耐震化の必要性に対する認識が不足しているこ

と、耐震改修の経済的負担が大きいことから、意識啓発活動等の対策、耐震診断や耐震改修

等への助成を推進する必要がある。また、エレベーターなどの非構造部材についても耐震対

策や老朽化対策を推進する必要がある。 

○ ブロック塀等の安全点検及び安全対策等の意識啓発により周知する必要がある。 

○ 市営住宅（耐震化率 59％(R1)）について、比較的新しい住宅の耐震性は確保されている

が、更新時期を迎える老朽化した住宅や耐震改修が困難な住宅があり、効率性や将来の必要

性を考慮しながら、再編を進める必要がある。 

 

【Ⅱ．対応方策の推進方針】 （略） 

 

（多くの利用者がある建築物の耐震化） 

【Ⅰ．脆弱性の評価・分析】 

○ 多数利用建築物（耐震化率 93%(H27)）については、耐震診断や耐震改修等を推進する必要

がある。併せて、エレベーターなど非構造部材についても耐震対策を推進する必要がある。 

 

   【Ⅱ．対応方策の推進方針】 （略） 

 

   （学校施設等の耐震化） （略） 

 

   （危険空家の除去） 

【Ⅰ．脆弱性の評価・分析】 （略） 

【Ⅱ．対応方策の推進方針】 

○ 「空家等対策の推進に関する特別措置法」に基づく南あわじ市空家等対策計画（R5改定予 

定）の基本方針により、老朽危険空家及び管理不全空家の解消に努める。 

 

リスクシナリオ１-２ ～ １-５ （略） 

 

 目標１：主な重要業績指標 

１-１  

・住宅の耐震化率：75％(H25) →97％(R7) 

・多数利用建築物の耐震化率：93%(H27) →97%(R7) 

・市立学校(小中学校組合立含む)耐震化率：100%(H20) 

・市立、私立教育・保育施設等耐震化率：100％（R4） 

１-２ 

・南あわじ市総合防災訓練の実施：１回/年 

・消防団協力事業所数：27事業所（R1）→37事業所（R6） 

１-３ （略） 

１-４ 

・排水機場・排水ポンプの新設・更新：7箇所(～R8)  

・想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域を反映させた洪水ハザードマップの作成・更新：作

第１章～第２章 （略） 

 

第３章 

 １ 起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ） （略） 

 

 ２ 脆弱性の評価・分析を踏まえた対応方策の推進方針 

 （１） 目標１：直接死を最大限防ぐ 

   リスクシナリオ１-１ 

   （住宅等の耐震化） 

   【Ⅰ．脆弱性の評価・分析】 

○ 住宅（耐震化率 80％（H30））については、耐震化の必要性に対する認識が不足しているこ

と、耐震改修の経済的負担が大きいことから、意識啓発活動等の対策、耐震診断や耐震改修

等への助成を推進する必要がある。また、エレベーターなどの非構造部材についても耐震対

策や老朽化対策を推進する必要がある。 

○ ブロック塀等の安全点検及び安全対策等の意識啓発により周知する必要がある。 

○ 市営住宅（耐震化率 57％(R6)）について、比較的新しい住宅の耐震性は確保されている

が、更新時期を迎える老朽化した住宅や耐震改修が困難な住宅があり、効率性や将来の必要

性を考慮しながら、再編を進める必要がある。 

 

   【Ⅱ．対応方策の推進方針】 （略） 

 

   （多くの利用者がある建築物の耐震化） 

   【Ⅰ．脆弱性の評価・分析】 

○ 多数利用建築物（耐震化率 92%(R2)）については、耐震診断や耐震改修等を推進する必要が

ある。併せて、エレベーターなど非構造部材についても耐震対策を推進する必要がある。 

 

   【Ⅱ．対応方策の推進方針】 （略） 

 

（学校施設等の耐震化） （略） 

 

   （危険空家の除去） 

【Ⅰ．脆弱性の評価・分析】 （略） 

【Ⅱ．対応方策の推進方針】 

○ 「空家等対策の推進に関する特別措置法」に基づく南あわじ市空家等対策計画（R6年 4月 

改定）の基本方針により、老朽危険空家及び管理不全空家の解消に努める。 

 

リスクシナリオ１-２ ～ １-５ （略） 

    

 目標１：主な重要業績指標  

１-１ 

・住宅の耐震化率：80％(H30) →97％(R7) 

・多数利用建築物の耐震化率：92%(R2) →97%(R7) 

・市立学校(小中学校組合立含む)耐震化率：100%(H20) 

・市立、私立教育・保育施設等耐震化率：100％（R4） 

１-２ 

・南あわじ市総合防災訓練の実施：１回/年 

・消防団協力事業所数：27事業所（R1）→39事業所（R7） 

１-３ （略） 

１-４ 

・排水機場・排水ポンプの新設・更新：7箇所(～R8)  

・想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域を反映させた洪水ハザードマップの作成・更新：作

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業進捗等による更新 

 

 

 

 

事業進捗等による更新 

 

 

 

 

 

 

 

事業進捗等による更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業進捗等による更新 

 

 

 

 

 

 

事業進捗等による更新 

事業進捗等による更新 

 

 

 

 

事業進捗等による更新 
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成(H26) →更新(R3)  

・ため池改修と併せた事前放流施設の整備及び協定数:11 箇所(R1) →21箇所(R6)  

１-５ 

・土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域を示すハザードマップの作成・更新：作成（H26） 

→更新（R3） 

・ため池改修事業着手箇所数（暫定改修を除く）：24箇所（R1）→47箇所（R6） 

・大規模ため池等重要な農業水利施設の耐震改修工事の実施箇所数：0箇所（R1）→2箇所（R6） 

 

 （２） 目標２：救助・救急、医療活動が迅速に行われるとともに、被災者等の健康・ 避難生活環境を 

確実に確保する （略） 

   リスクシナリオ２-１ ～ ２-６ （略） 

    目標２：主な重要業績指標 

２-１ （略） 

     ２-２ （略） 

     ２-３ （略） 

     ２-４ 

     ・医療施設の耐震化率：100％（R2） 

     ・診療所の耐震化率：83％（R1）→100％（R2） 

     ・医師会との訓練の実施数：１回/年 

     ２-５ （略） 

     ２-６ 

     ・自走式水洗トイレカーの導入：整備（R2） 

     ・毛布の備蓄数：１万枚（R8） 

     ・避難所運営研修・訓練等の実施数：１回/年 

     ・避難所開設・運営マニュアルの修正：修正（R5） 

     ［新設］ 

 

   リスクシナリオ３-１～リスクシナリオ５-１ （略） 

 

 （６） 目標６：ライフライン、燃料供給関連施設、交通ネットワーク等の被害を最小限に留めるととも 

に、早期に復旧させる 

   リスクシナリオ６-１ 汚水処理施設等の長期間にわたる機能停止 

   （下水道施設の長寿命化・耐震化対策） 

 【Ⅰ．脆弱性の評価・分析】 （略） 

   【Ⅱ．対応方策の推進方針】 

     ○ すべての公共下水道において、下水道施設の長期間にわたる機能停止を防止するために、ス 

トックマネジメント手法を踏まえた下水道長寿命化計画を策定し機能維持・機能保全対策を図 

る（整備時、耐震化対策実施済） 

     ○ 賀集処理場、八木・榎列処理場において、下水（汚水）の全量を簡易処理（沈殿･消毒処 

理）ができるよう、処理場施設の機能強化の推進及びマンホールを利用した仮設トイレ設置等 

の推進を図る（下水道 BCPにて検討）。 

     ○ 下水道施設被害による社会的影響を最小限に抑制し、速やかな復旧を可能にするため下水道 

BCP を策定する。 

    

   リスクシナリオ６-２ （略） 

 

    目標６：主な重要業績指標 

     ６-１ 

     ・全ての公共下水道の管渠(総延長 474.0km)における流下機能及び圧送機能の確保：確保(R7) 

     ・全ての公共下水道の処理場(10処理場)における長寿命化対策、簡易処理施設(２箇所)におい 

て災害時、汚水受入れ施設の整備：整備済 

成(H26) →更新(R3)  

・ため池改修と併せた事前放流施設の整備及び協定数:11箇所(R1) →22箇所(R6)  

１-５ 

・土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域を示すハザードマップの作成・更新：作成（H26） 

→更新（R3） 

・ため池改修事業着手箇所数（暫定改修を除く）：24箇所（R1）→45箇所（R6） 

・大規模ため池等重要な農業水利施設の耐震改修工事の実施箇所数：0箇所（R1）→5箇所（R6） 

 

 （２） 目標２：救助・救急、医療活動が迅速に行われるとともに、被災者等の健康・ 避難生活環境を 

確実に確保する （略） 

   リスクシナリオ２-１～ ２-６ （略） 

    目標２：主な重要業績指標 

２-１ （略） 

     ２-２ （略） 

     ２-３ （略） 

     ２-４ 

     ・病院等の耐震化率：100％（R2） 

     ・国民健康保険診療所の耐震化率：83％（R1）→100％（R2） 

     ・医師会との訓練の実施数：１回/年 

     ２-５ （略） 

     ２-６ 

     ・自走式水洗トイレカーの導入：整備（R2） 

     ・毛布の備蓄数：１万枚（R6） 

     ・避難所運営研修・訓練等の実施数：１回/年 

     ・避難所開設・運営マニュアルの修正：修正（R6） 

     ・マンホールトイレの整備：12基（R6） 

 

   リスクシナリオ３-１～リスクシナリオ５-１ （略） 

    

 （６） 目標６：ライフライン、燃料供給関連施設、交通ネットワーク等の被害を最小限に留めるととも 

に、早期に復旧させる 

リスクシナリオ６-１ 汚水処理施設等の長期間にわたる機能停止 

   （下水道施設の長寿命化・耐震化対策） 

 【Ⅰ．脆弱性の評価・分析】 （略） 

   【Ⅱ．対応方策の推進方針】 

     ○ すべての公共下水道において、下水道施設の長期間にわたる機能停止を防止するために、ス 

トックマネジメント手法を踏まえた下水道長寿命化計画を策定し機能維持・機能保全対策を図 

る（整備時、耐震化対策実施済） 

     ○ 賀集浄化センター、八木・榎列浄化センターにおいて、下水（汚水）の全量を簡易処理（沈 

殿･消毒処理）ができるよう、処理場施設の機能強化の推進及びマンホールを利用した仮設ト 

イレ設置等の推進を図る（下水道 BCPにて検討）。 

     ○ 下水道施設被害による社会的影響を最小限に抑制し、速やかな復旧を可能にするため下水道 

BCP を策定する。 

 

   リスクシナリオ６-２ （略） 

 

    目標６：主な重要業績指標 

     ６-１ 

     ・全ての公共下水道の管渠(総延長 480.5km)における流下機能及び圧送機能の確保：確保(R7) 

     ・全ての公共下水道の処理場(９処理場)における長寿命化対策、簡易処理施設(２箇所)におい 

て災害時、汚水受入れ施設の整備：整備済 

 

事業進捗等による更新 

 

 

 

事業進捗等による更新 

事業進捗等による更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

語句の修正 

語句の修正 

 

 

 

 

 

 

事業進捗等による更新 

新規 
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     ・下水道ストックマネジメント計画：策定(R1)、対策事業(R2～R6)・下水道 BCPの策定：策定 

(R5) 

     ・津波による浸水対策計画(福良処理場)：計画(R2) 

     ・農業集落排水、漁業集落排水施設の機能診断を実施：診断(R2)、策定後、長寿命化対策事業を 

推進：(R2～R8) 

     ・農業集落排水施設(１処理区)、漁業集落排水施設(４処理区) 

     ６-２ 

     ・重要な農道橋・農道トンネルを対象とした点検・診断実施数：０箇所(R1) →７箇所(R6) 

     ・交通量の多い橋梁や跨道橋など、落橋した場合の社会的影響の大きい橋梁の耐震対策済の橋梁

数:３橋(R2) →12橋(R6) 

     ・緊急輸送道路や交通量の多い箇所の落石・崩壊対策実施済箇所数（要対策８箇所）:０箇所

(R2) →８箇所(R6) 

 

（７）目標７：制御不能な複合災害・二次災害を発生させない 

   リスクシナリオ７-１ （略） 

   リスクシナリオ７-２ 農地・森林等の被害による地域の荒廃 

   （農地・農業水利施設等の保全管理） 

   【Ⅰ．脆弱性の評価・分析】 

     ○ 農地や農業水利施設等については、地域コミュニティの脆弱化により、地域の共同活動等に 

よる保全管理が困難となり、地域防災力・活動力の低下が懸念されるため、地域の主体性・協 

働力を生かした地域コミュニティ等による農地・農業水利施設等の地域資源の適切な保全管理 

や自立的な防災・復旧活動の体制整備を推進する必要がある。 

 

   【Ⅱ．対応方策の推進方針】 

     ○ 多面的機能支払制度を活用し、地域の主体性・協働力を生かした地域コミュニティ等による 

農地・農業水利施設等の地域資源の適切な保全管理や自発的な防災・復旧活動の体制整備を推 

進する。 

 

   ［新設］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （災害に強い森づくりの推進） （略） 

 

   （適切な公園施設の整備・長寿命化対策） 

   【Ⅰ．脆弱性の評価・分析】 （略） 

   【Ⅱ．対応方策の推進方針】 

     ○ 自然環境の有する防災・減災機能を維持するため、適切な公園施設の整備・長寿命化対策 

を推進する。 

 

 

 （８）目標８：社会・経済が迅速かつ従前より強靭な姿で復興できる条件を整備する 

   リスクシナリオ８-１ （略） 

   リスクシナリオ８-２ 復興を支える専門人材等の不足、より良い復興に向けたビジョンの欠如等に 

より復興できなくなる事態 

   （こころのケア体制の強化） 

     ・下水道ストックマネジメント計画：策定(R1)、対策事業(R7～R11)・下水道 BCPの策定：策定 

(R8) 

     （削除） 

     ・（削除）漁業集落排水施設の機能診断を実施：診断(R2)、策定後、長寿命化対策事業を 

推進：(R2～R8) 

     ・農業集落排水施設(１処理区)、漁業集落排水施設(２処理区)、処理区の統廃合を実施（R11） 

     ６-２ 

     ・重要な農道橋・農道トンネルを対象とした点検・診断実施数：０箇所(R1) →７箇所(R6) 

     ・交通量の多い橋梁や跨道橋など、落橋した場合の社会的影響の大きい橋梁の耐震対策済の橋梁

数:３橋(R7) →12橋(R11) 

     ・緊急輸送道路や交通量の多い箇所の落石・崩壊対策実施済箇所数（要対策８箇所）:１箇所

(R7) →８箇所(R11) 

 

（７）目標７：制御不能な複合災害・二次災害を発生させない 

   リスクシナリオ７-１ （略） 

   リスクシナリオ７-２ 農地・森林等の被害による地域の荒廃 

   （農地・農業水利施設等の保全管理） 

   【Ⅰ．脆弱性の評価・分析】 

     ○ 農地や農業水利施設等については、地域コミュニティの脆弱化により、地域の共同活動等に 

よる保全管理が困難となり、地域防災力・活動力の低下が懸念されるため、地域の主体性・協 

働力を生かした地域コミュニティ等による農地・農業水利施設等の地域資源の適切な保全管理 

や自立的な防災・復旧活動の体制整備を推進する必要がある。 

 

   【Ⅱ．対応方策の推進方針】 

     ○ 多面的機能支払制度を活用し、地域の主体性・協働力を生かした地域コミュニティ等による 

農地・農業水利施設等の地域資源の適切な保全管理や自発的な防災・復旧活動の体制整備を推 

進する。 

 

   （鳥獣被害対策の推進） 

   【Ⅰ．脆弱性の評価・分析】 

     ○ 災害に備え、農地等の鳥獣被害による地域の荒廃を防止するため、侵入防止柵の整備と、 

有害鳥獣の捕獲を推進する必要がある。 

 

   【Ⅱ．対応方策の推進方針】 

     ○ 被害防止計画に基づき、鳥獣被害防止総合対策交付金を活用し、侵入防止柵の整備と、 

有害鳥獣の捕獲を推進することにより、農地の保全に寄与する。 

 

   （災害に強い森づくりの推進） （略） 

 

   （適切な公園施設の整備・長寿命化対策） 

   【Ⅰ．脆弱性の評価・分析】 （略） 

   【Ⅱ．対応方策の推進方針】 

     ○ 自然環境の有する防災・減災機能を維持するため、公園長寿命化計画（R7年 4月策定 

予定）等による適切な公園施設の整備・長寿命化対策を推進する。 

 

 

 （８）目標８：社会・経済が迅速かつ従前より強靭な姿で復興できる条件を整備する 

   リスクシナリオ８-１ （略） 

   リスクシナリオ８-２ 復興を支える専門人材等の不足、より良い復興に向けたビジョンの欠如等に 

より復興できなくなる事態 

   （こころのケア体制の強化） 

事業進捗等による更新 

 

 

 

 

事業進捗等による更新 

 

 

 

事業進捗等による更新 

事業進捗等による更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業進捗等による更新 
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   【Ⅰ．脆弱性の評価・分析】 （略） 

【Ⅱ．対応方策の推進方針】 

  ○ 平時から災害研修の実施やこころのケア対応マニュアルを整備するとともに、災害時には 

DPAT（こころのケアチーム）と DMAT（災害派遣医療チーム）・医療救護チーム、保健師チー 

ム等が連動する体制整備を推進する。 

     ○ 市保健師の災害時対応力向上のため、平時から被災者・職員の心理的変化について研修・訓 

練を行い、心のケアに関する能力を上げる。 

     ○ 管理的立場にある職員は平時から健康リスクが一般職員以上に高いことを自覚し、自身の健 

康管理に留意するとともに交替要員の確保や県や他府県からの応援職員の健康管理にも配慮出 

来る体制づくりを行う。 

   （被災建築物応急危険度判定士、被災宅地危険度判定士の養成） （略） 

   リスクシナリオ８-３ （略） 

   リスクシナリオ８-４ 事業用地の確保、仮設住宅・仮店舗・仮事業所等の整備が進まず復興が大幅 

に遅れる事態 

   （地籍調査の実施） 

   【Ⅰ．脆弱性の評価・分析】 

     ○ 災害後の円滑な復旧・復興を確保するためには、地籍調査等により土地境界等を明確にして 

おくことが重要となるが、予算や人員の制約等から、地籍調査の進捗率は 46%（R1）にとどま 

り、十分に進捗していないため、調査等の更なる推進を図る必要がある。 

【Ⅱ．対応方策の推進方針】 （略） 

（人材の育成、確保） （略） 

   リスクシナリオ８-５ （略） 

     

目標８：主な重要業績指標 

     ８-１ （略） 

     ８-２ 

     ・被災建築物応急危険度判定士の登録数：14人(R2) →14人(R6) 

     ・被災宅地危険度判定士の登録数：５人(R2) →５人(R6) 

８-３ （略） 

     ８-4 

     ・地籍調査進捗率：45％(R1) →47％(R6) 

     ８-５ （略） 

 

 ３ 横断的分野の推進方針 

  リスクコミュニケーション ～ 老朽化対策 （略） 

 

  横断的分野：主な重要業績指標 

・防災ジュニアリーダー養成数：40人(R2) →150 人(R6)  

・漁港施設の機能診断の更新実施数：０箇所（R3）→４箇所（R8） 

・老朽化対策を完了した漁港の係留施設数：２箇所(R2) →３箇所(R6) 

・漁港海岸保全施設の機能診断の更新実施数：０箇所(R2) →３箇所(R10) 

・老朽化工事の実施数：３箇所（R6～R14） 

・漁港施設の機能強化工事の実施数：１箇所 

［新設］ 

・小中学校数(小中学校組合立含む)老朽化対策工事実施数：２校(R1) →11校(R6) 

・市立図書館の吊り天井改修工事の実施：実施(R3) 

・市立、私立教育・保育施設等老朽化対策工事実施数 ３箇所(R1)→８箇所（R6） 

・重要な農道橋・農道トンネルを対象とした点検・診断実施数 

：０箇所(R1) →７箇所(R6) 

・農業集落排水施設の機能工事の実施：(R2～R5)  

・基幹林道等の橋梁、トンネルを対象とした点検･診断実施数 

   【Ⅰ．脆弱性の評価・分析】 （略） 

【Ⅱ．対応方策の推進方針】 

  ○ 平時から災害研修の実施やこころのケア対応マニュアルを整備するとともに、災害時には 

DPAT（こころのケアチーム）と DMAT（災害派遣医療チーム）・医療救護チーム、保健師チー 

ム等が連動する体制整備を推進する。 

     ○ 市保健師の災害時対応力向上のため、平時から被災者・職員の心理的変化について研修・訓 

練を行い、心のケアに関する能力を上げる。 

     ○ （削除）職員は、平時から（削除）自身の健康管理に留意するとともに交替要員の確保や県 

や他府県からの応援職員の健康管理にも配慮出来る体制づくりを行う。 

 

   （被災建築物応急危険度判定士、被災宅地危険度判定士の養成） （略） 

   リスクシナリオ８-３ （略） 

   リスクシナリオ８-４ 事業用地の確保、仮設住宅・仮店舗・仮事業所等の整備が進まず復興が大幅 

に遅れる事態 

   （地籍調査の実施） 

   【Ⅰ．脆弱性の評価・分析】 

     ○ 災害後の円滑な復旧・復興を確保するためには、地籍調査等により土地境界等を明確にして 

おくことが重要となるが、予算や人員の制約等から、地籍調査の進捗率は 46%（R6）にとどま 

り、十分に進捗していないため、調査等の更なる推進を図る必要がある。 

【Ⅱ．対応方策の推進方針】 （略） 

（人材の育成、確保） （略） 

リスクシナリオ８-５ （略） 

     

目標８：主な重要業績指標 

     ８-１ （略） 

     ８-２ 

     ・被災建築物応急危険度判定士の登録数：14人(R2) →18人(R6) 

     ・被災宅地危険度判定士の登録数：５人(R2) →６人(R6) 

８-３ （略） 

     ８-4 

     ・地籍調査進捗率：46％(R6) →48％(R11) 

     ８-５ （略） 

 

 ３ 横断的分野の推進方針 

  リスクコミュニケーション ～ 老朽化対策 （略） 

 

  横断的分野：主な重要業績指標 

・防災ジュニアリーダー養成数：40人(R2) →150 人(R6)  

・漁港施設の機能診断の更新実施数：０箇所（R3）→４箇所（R8） 

・老朽化対策を完了した漁港の係留施設数：２箇所(R2) →３箇所(R6) 

・漁港海岸保全施設の機能診断の更新実施数：０箇所(R2) →３箇所(R10) 

・老朽化工事の実施数：３箇所（R6～R14） 

（削除） 

・漁業集落排水施設の機能保全工事の実施：１箇所（R5～R8） 

・小中学校数(小中学校組合立含む)老朽化対策工事実施数：２校(R1) →11校(R6) 

・市立図書館の吊り天井改修工事の実施：実施(R3) 

・市立、私立教育・保育施設等老朽化対策工事実施数 ３箇所(R1)→５箇所（R7） 

・重要な農道橋・農道トンネルを対象とした点検・診断実施数 

：０箇所(R1) →７箇所(R6) 

（削除）  

・基幹林道等の橋梁、トンネルを対象とした点検･診断実施数 

 

 

 

 

 

 

 

語句の修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業進捗等による更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業進捗等による更新 

事業進捗等による更新 

 

 

事業進捗等による更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業進捗等による更新 

新規 

 

 

事業進捗等による更新 

 

 

事業進捗等による更新 
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：０箇所(H26) →16 箇所(R2)  

・老朽化対策を完了した橋梁数：11箇所(R2) →53箇所(R8) 

 

 ４ 南あわじ市のみでは対応が困難な取組 （略） 

 

＜別添＞ 

強靭化を推進する主な事業 

 

番号 事業主体 事  業  名 事 業 量 
概算事業費 

（百万円） 

実施予定 

年度 

所管 

省庁 

1 南あわじ市 大鳴門橋周辺環境整備事業 

交通拠点施設 1 棟 

観光交流避難施設

1 棟 

3,850 R1～R9 内閣府 

2 南あわじ市 緊急浚渫推進事業【起債】 
河川浚渫 

N＝15 河川 
45 R2～R6 総務省 

3 南あわじ市 学校施設環境改善交付金事業 小中学校 16 校 1,324 R2～R8 文部科学省 

4 南あわじ市 学校施設環境改善交付金 幼稚園 1 施設 40 R4～R6 文部科学省 

5 南あわじ市 保育所等整備交付金 3 施設 193 R2～R6 厚生労働省 

6 南あわじ市 

就学前教育・保育施設整備交付金 

（幼保連携型認定こども園松帆南・

防犯対策強化） 

1 施設 10 R5～R6 厚生労働省 

7 南あわじ市 民有林林道事業 8 施設 34 R2～R5 農林水産省 

8 南あわじ市 
水産物供給基盤機能保全事業 

（灘漁港機能保全計画更新・工事） 
灘漁港 40 R4～R6 農林水産省 

9 南あわじ市 
水産物供給基盤機能保全事業 

（灘漁港施設機能強化工事） 
灘漁港 130 R4～R6 農林水産省 

10 南あわじ市 浮体式多目的公園機能保全事業 
浮体式多目的公園 

（メガフロート）施設 
248 R3～R6 農林水産省 

11 兵 庫 県 
農山漁村地域整備交付金 

(水利施設等整備事業) 

内入貫水路 

940ｍ 
846 R5～ 農林水産省 

12 兵 庫 県 
農山漁村地域整備交付金 

(水利施設等整備事業) 

排水機場 

7 箇所 
350 R5～ 農林水産省 

13 兵 庫 県 地方創生道路整備推進交付金 
広域営農団地農道 

1 路線 
1,021 R2～ 農林水産省 

14 
兵 庫 県 

南あわじ市 

農村地域防災減災事業 

(ため池整備事業) 
67 箇所 20,100 R2～R15 農林水産省 

15 
南あわじ市 

兵 庫 県 

地方創生道路整備推進交付金 

(保全対策) 
橋梁 6箇所 3 R5～ 農林水産省 

16 
南あわじ市 

兵 庫 県 

地方創生道路整備推進交付金 

(保全対策) 
トンネル 1箇所 3 R5～ 農林水産省 

17 南あわじ市 
農山漁村地域整備交付金 

(農地整備事業（保全対策型）) 
橋梁 10箇所 4 R5～ 農林水産省 

18 南あわじ市 
農山漁村地域整備交付金 

(農地整備事業（保全対策型）) 
橋梁 3箇所 90 R5～ 農林水産省 

19 南あわじ市 

漁村振興対策地方公共団体整備費補助金 

（漁港機能増進事業） 

（仁頃漁港機能保全計画更新業務） 

仁頃漁港 19 
R5 

R6 
農林水産省 

20 南あわじ市 
水産物供給基盤機能保全事業 

（阿那賀漁港機能保全計画更新） 
阿那賀漁港 15 R7 農林水産省 

21 南あわじ市 
水産物供給基盤機能保全事業 

（伊毘漁港機能保全計画更新） 
伊毘漁港 15 R8 農林水産省 

新規       

：８箇所(R5～R10)  

・老朽化対策を完了した橋梁数：11箇所(R2) →53箇所(R8) 

 

 ４ 南あわじ市のみでは対応が困難な取組 （略） 

 

＜別添＞ 

強靭化を推進する主な事業 

 

番号 事業主体 事  業  名 事 業 量 
概算事業費 

（百万円） 

実施予定 

年度 

所管 

省庁 

1 南あわじ市 大鳴門橋周辺環境整備事業 

交通拠点施設 1 棟 

観光交流避難施設

1 棟 

3,850 R1～R9 内閣府 

2 南あわじ市 緊急浚渫推進事業【起債】 
河川浚渫 

N＝15 河川 
45 R7～R11 総務省 

3 南あわじ市 学校施設環境改善交付金事業 小中学校 16 校 1,324 R2～R8 文部科学省 

削除       

削除       

4 南あわじ市 

就学前教育・保育施設整備交付金 

（幼保連携型認定こども園松帆南・

防犯対策強化） 

1 施設 13 R6～R7 こども家庭庁 

5 南あわじ市 民有林林道事業 8 施設 34 R2～R5 農林水産省 

6 南あわじ市 
水産物供給基盤機能保全事業 

（灘漁港機能保全計画更新・工事） 
灘漁港 40 R4～R6 農林水産省 

削除 
 

 
     

7 南あわじ市 浮体式多目的公園機能保全事業 
浮体式多目的公園 

（メガフロート）施設 
248 R3～R7 農林水産省 

8 兵 庫 県 
農山漁村地域整備交付金 

(水利施設等整備事業) 

内入貫水路 

940ｍ 
846 R5～ 農林水産省 

9 兵 庫 県 
農山漁村地域整備交付金 

(水利施設等整備事業) 

排水機場 

7 箇所 
350 R5～ 農林水産省 

10 兵 庫 県 地方創生道路整備推進交付金 
広域営農団地農道 

1 路線 
1,021 R2～ 農林水産省 

11 
兵 庫 県 

南あわじ市 

農村地域防災減災事業 

(ため池整備事業) 
67 箇所 20,100 R2～R15 農林水産省 

12 
南あわじ市 

兵 庫 県 

地方創生道路整備推進交付金 

(保全対策) 
橋梁 6箇所 3 R5～ 農林水産省 

13 
南あわじ市 

兵 庫 県 

地方創生道路整備推進交付金 

(保全対策) 
トンネル 1箇所 3 R5～ 農林水産省 

14 南あわじ市 
農山漁村地域整備交付金 

(農地整備事業（保全対策型）) 
橋梁 10箇所 4 R5～ 農林水産省 

15 南あわじ市 
農山漁村地域整備交付金 

(農地整備事業（保全対策型）) 
橋梁 3箇所 90 R5～ 農林水産省 

16 

 

南あわじ市 

 

公共施設等適正管理推進事業 

（仁頃漁港機能保全計画更新業務） 
仁頃漁港 8 R7 農林水産省 

17 南あわじ市 
公共施設等適正管理推進事業 

（阿那賀漁港機能保全計画更新） 
阿那賀漁港 8 R7 農林水産省 

18 南あわじ市 
公共施設等適正管理推進事業 

（伊毘漁港機能保全計画更新） 
伊毘漁港 15 R8 農林水産省 

19 南あわじ市 公共施設等適正管理推進事業 仁頃、阿那賀、 9 R7 農林水産省 

事業進捗等による更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業進捗等による更新 

 

 

事業進捗等による更新 

事業進捗等による更新 

 

事業進捗等による更新 

 

 

 

 

事業進捗等による更新 

 

事業進捗等による更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業進捗等による更新 

 

事業進捗等による更新 

 

事業進捗等による更新 

 

新規 
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22 南あわじ市 
丸山連絡橋更新工事（丸山海釣り公

園解体撤去事業） 
丸山漁港 50 R6 農林水産省 

23 南あわじ市 長寿命化対策事業（農集） 1 施設 122 R2～R5 農林水産省 

24 南あわじ市 長寿命化対策事業（漁集） 3 施設 702 R2～R8 農林水産省 

25 南あわじ市 
住宅土砂災害支援事業 

（がけ地隣接等危険住宅移転事業） 

①除去 N＝1 戸 

②建設助成 

（利子）N＝1戸 

③建設助成 

（建設購入） 

N＝1 戸 

8 R6 国土交通省 

26 南あわじ市 
住宅土砂災害支援事業 

（住宅・建築物安全ストック形成事業） 

①改修（住宅） 

N＝1戸 
1 R6 国土交通省 

27 南あわじ市 
小規模住宅地区改良事業 

（兵庫県地域住宅等整備計画） 

①用地取得  

A＝125 ㎡ 

②物件補償 3棟 

③道路・橋梁改良 

123 H21～R10 国土交通省 

28 南あわじ市 

住宅・建築物安全ストック形成事業 

【基幹】（ひょうごの防災・安全整

備計画） 

簡易耐震診断 

N＝100 
3 R3～R7 国土交通省 

29 南あわじ市 
その他住宅等関連事業【効果】 

（ひょうごの防災・安全整備計画） 

住宅建替、改修、

防災ベッド等 
38 R3～R7 国土交通省 

30 南あわじ市 地方創生道整備推進交付金 
道路改良 

N＝2路線 
1,218 R3～R9 国土交通省 

31 南あわじ市 道路改良事業【起債：合併特例債】 
道路改良 

N＝9路線 
781 R2～R6 国土交通省 

32 南あわじ市 
橋梁長寿命化修繕事業 

（道路メンテナンス事業補助金） 

橋梁修繕 

N＝59 橋 
450 H30～R8 国土交通省 

33 南あわじ市 
舗装修繕事業 

（防災・安全社会資本整備交付金） 

舗装修繕 

L＝4.0㎞ 
134 R2～R6 国土交通省 

34 南あわじ市 下水道総合地震対策事業 
管路施設、処理場

施設、その他の施設 
50 R3～R8 国土交通省 

35 南あわじ市 耐震化対策事業（公共 汚水幹線） 2 箇所 2.4 ㎞ 90 R5～R6 国土交通省 

36 南あわじ市 長寿命化対策事業（公共） 10 施設 1,601 R2～R6 国土交通省 

37 南あわじ市 下水道リノベーション推進総合事業 
下水処理場併設型 

メタン発酵施設 
2,200 R5～R6 国土交通省 

38 南あわじ市 

都市再生整備計画事業【社会資本整

備総合交付金・防災安全交付金】 

（学ぶ楽しさ支援センター改修事業） 

学ぶ楽しさ支援

センター及び屋

内運動場 

（旧三原志知小 

学校屋内運動場） 

500 R6～R9 国土交通省 

39 南あわじ市 
空き家再生等推進事業 

（兵庫県地域住宅等整備計画） 

空き家除去 

N＝40 戸 
54 R2～R5 国土交通省 

40 南あわじ市 灘黒岩水仙郷リニューアル事業 
管理棟 1 棟 

園地整備 1式 
1,340 R2～R6 － 

新規       

新規   
 

 
   

合計 － － － 37,733 － － 
 

（漁港海岸施設機能保全計画更新） 伊毘漁港海岸 

20 南あわじ市 
丸山連絡橋更新工事（丸山海釣り公

園解体撤去事業） 
丸山漁港 50 R8 農林水産省 

削除       

21 南あわじ市 長寿命化対策事業（漁集） 3 施設 702 R2～R8 農林水産省 

22 南あわじ市 
住宅土砂災害支援事業 

（がけ地隣接等危険住宅移転事業） 

①除去 N＝1 戸 

②建設助成 

（利子）N＝1戸 

③建設助成 

（建設購入） 

N＝1 戸 

9 R7 国土交通省 

23 南あわじ市 
住宅土砂災害支援事業 

（住宅・建築物安全ストック形成事業） 

①改修（住宅） 

N＝1戸 
1 R3～R7 国土交通省 

24 南あわじ市 
小規模住宅地区改良事業 

（兵庫県地域住宅等整備計画） 

①用地取得  

②物件補償 

③測量調査 

④道路・橋梁改良 

720 H21～R10 国土交通省 

25 南あわじ市 

住宅・建築物安全ストック形成事業 

【基幹】（ひょうごの防災・安全整

備計画） 

簡易耐震診断 

N＝100 
3 R3～R7 国土交通省 

26 南あわじ市 
その他住宅等関連事業【効果】 

（ひょうごの防災・安全整備計画） 

住宅建替、改修、

防災ベッド等 
38 R3～R7 国土交通省 

27 南あわじ市 地方創生道整備推進交付金 
道路改良 

N＝3路線 
1,449 R3～R9 国土交通省 

28 南あわじ市 道路改良事業【起債】 
道路改良 

N＝7路線 
740 R7～R11 － 

29 南あわじ市 
橋梁長寿命化修繕事業 

（道路メンテナンス事業補助金） 

橋梁修繕 

N＝59 橋 
450 H30～R8 国土交通省 

30 南あわじ市 
舗装修繕事業 

（防災・安全社会資本整備交付金） 

舗装修繕 

L＝4.0㎞ 
134 R2～R6 国土交通省 

31 南あわじ市 下水道総合地震対策事業 
管路施設、処理場

施設、その他の施設 
50 R8～R10 国土交通省 

32 南あわじ市 耐震化対策事業（公共 汚水幹線） 2 箇所 2.4 ㎞ 90 R8～R10 国土交通省 

33 南あわじ市 長寿命化対策事業（公共） 9 施設 546 R7～R11 国土交通省 

34 南あわじ市 下水道リノベーション推進総合事業 
下水処理場併設型 

メタン発酵施設 
2,200 R8～R9 国土交通省 

35 南あわじ市 

都市再生整備計画事業【社会資本整

備総合交付金・防災安全交付金】 

（学ぶ楽しさ支援センター改修事業） 

学ぶ楽しさ支援

センター及び屋

内運動場 

（旧三原志知小 

学校屋内運動場） 

500 R6～R9 国土交通省 

36 南あわじ市 
空き家再生等推進事業 

（兵庫県地域住宅等整備計画） 

空き家除去 

N＝45 戸 
53 R1～R7 国土交通省 

37 南あわじ市 灘黒岩水仙郷リニューアル事業 
管理棟 1 棟 

園地整備 1式 
1,340 R2～R6 － 

38 南あわじ市 三原庁舎跡地公園整備事業 公園整備 1式 338 R6～R7 － 

39 南あわじ市 緊急輸送道路跨道橋耐震化事業 
橋梁耐震化 

N=3橋 
450 R6～R10 － 

合計 － － － 37,874 － － 

 

 

 

事業進捗等による更新 
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